
朗読ワークショップⅡ

―夏はやっぱり怪談話！－

三遊亭圓朝作「真景累ヶ淵」

落語の祖・三遊亭圓朝は明治初期、言文一致体の日本語を完成させ、多くの明

治の文豪に影響を与えました。人情噺、滑稽噺はもちろん、「牡丹燈籠」「四谷怪

談」はじめ今回学ぶ「真景累ヶ淵」などの怪談噺を残しています。今回は「豊志賀の

死」のくだりを声にして学びます。殺された者の娘と殺した者の息子が浅からぬ仲と

なる因果がめぐる怖い噺の世界へどうぞ。

日 時 ７月２０日（祝）午後１～４時

場 所 朗読文化ホール

参 加 費 ３，０００円（NPO 会員：２，７００円）

講 師 谷合慶子（朗読文化研究所専任講師）

申込方法 お電話もしくは Fax にて下記までお申し込みください

お振込先 ゆうちょ銀行 口座番号：00140―4―726385

三井住友銀行 池袋支店 普通預金 口座番号 3011625

【口座名義】特定非営利活動法人朗読文化研究所

※ お申し込み後、万が一キャンセルをされる場合は、一週間前までにお願い致します。

それを過ぎますとご返金は致しかねます。

※ 参加者が 5 名に満たない場合は中止することがございますので、予めご了承下さい。

その際には全額返金させていただきます。

お申し込み＆お問い合わせ先 NPO 法人 朗読文化研究所
Tel：03(3982)9269 Fax：03(3982)9289

お申し込み票

年 月 日

お名前 ご住所 お電話番号 会員区分

会員・一般

FAX 番号 所属クラス

〒

2009 年度 ワークショップⅡ 『真景累ヶ淵』


